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研究成果の概要（和文）：本研究は中国語スピーキングテストの開発を目的として、日本人大学生の中国語学習
者向けのペアスピーキングテストの作成及びその妥当性を検証するものである。具体的には二つのことを行っ
た。①日本人大学生の中国語学習者の言語習熟度レベルに適合し、且つ教育現場で使いやすいペアスピーキング
テスト用の評価尺度を開発した。②対面式スピーキングテストとして最も使われているインタビューテストと比
較して、作成したペアスピーキングテストの妥当性を検証した。以上の研究と実践を通して、日本の高等教育機
関における中国語スピーキング能力の育成及びその学習の支援を充実させたいと考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the validity of a Chinese 
paired speaking test. Data was collected from the students who learn Chinese language in Japanese 
Universities. Examinees took two types of speaking test- an interview test, and a paired speaking 
test. Comparative studies were conducted on the speech sample and test scores. Different proficiency
 levels examinees were found to perform differently across test types on their speech sample. 
Regarding test score, t-test results indicated that performance levels on fluency and communication 
skills in these two tests could be considered to be different. These findings have practical 
implications for future test design and the use of paired discussions as a speaking test format. 
Since the test is designed to simulate pair/group discussions that students might have in the 
classroom and real world,  the paired speaking test has the potential of positive wash back for 
communicative classrooms.

研究分野： 応用言語学、言語テスト、中国語教育
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１．研究開始当初の背景 

近年日本では、外国語教育の目標は実践的

コミュニケーション能力の育成に重点が置か

れている。外国語教育現場では、学習者のス

ピーキング能力の育成およびその学習の支援

が教育の急務になっていると言っても過言で

はない。指導と評価の一体化を図るため、ス

ピーキング教育の指導が行われればその評価

も行わなければいけない。また、テストの波

及効果を考えると、実践的なコミュニケーシ

ョン能力を育成するためには、コミュニカテ

ィブなスピーキングテストを行うことが効果

的であると考えられる。しかし、日本の中国

語教育分野ではまだスピーキングテストに関

する研究がない。 

言語テスト分野では、20 世紀 90 年代より

タスク中心の言語教育の発展により、受験者

に現実社会に起こりうるコミュニケーション

場面を実際に実行することを要求するパフォ

ーマンス評価への関心が高まってきた。現在

一番多く行われている対面式のスピーキング

テストはインタビューテストである。そこで、

本研究では、中国語スピーキングテストの多

様化を目標にして、学習者同士の話し合いを

評価するペアスピーキングテスト（paired 

speaking test, 以下ペアテストと略す）の開

発及びその妥当性の検証を行う。 

 

２．研究目的 

本研究は中国語スピーキングテストの開発

を目的として、日本人大学生の中国語学習者

(中国語を専攻している学生)向けのペアテス

トの作成及びその妥当性を検証するものであ

る。具体的には下記二つのことを行おうと考

える。①日本人大学生の中国語学習者の言語

習熟度レベルに適合し、且つ教育現場で使い

やすいペアテスト用の評価尺度を開発する。

②スピーキングテストの分野で最も使われて

いるインタビューテストと比較することによ

り、作成したペアテストの妥当性を検証する。

以上の研究と実践を通して、日本の高等教育

機関における中国語スピーキング能力の育成

及びその学習の支援を充実させたいと考える。 

 
３．研究方法 

前節で述べたように、本研究は日本人大学

生の中国語学習者向けのペアスピーキングテ

ストの評価尺度の作成とペアテストの妥当性

の検証と二部分からなる。 

評価尺度の作成に当たり、以下三つの段階

を踏んで研究を行う。①言語能力、中国語の

スピーキング能力とは何かについて理論的な

考察を行う。②ペアテストを実施し、学習者

の発話にスピーキング能力要素の現れ方につ

いて記述する。③暫定版及び完成版評価尺度

の作成である。ペアテストの妥当性の検証を

行うためには二つのステップがある、すなわ

ち、①日本人大学生の中国語学習者を対象に

インタビューテストを行う。②ペアテストと

インタビューテストの得点および発話を比較

することにより、ペアテストの妥当性を検証

する。 

 
４．研究成果 

 2015年度は学内の倫理審査委員会にて個人

情報保護等に係る審査に通過した後、以下の

研究活動を行った。まずスピーキングテスト

を行い、データを収集した、その後ペアテス

トの評価尺度を作成した。具体的には、中国

語を専攻する日本人大学生 35 人を対象に、期

末のスピーキングテストとして、インタビュ

ーテストとペアテストを両方行った。言語産

出活動は、被験者の同意を得た上で録音、録

画した。その後、ペアのスピーキングテスト

の評価尺度を以下４つのステップを踏み開発

した。①スピーキングテスト、評価尺度の種

類、尺度開発するアプローチの方法論につい

て理論的な考察を行った。②日本国内外の中

国語スピーキングテスト(HSKK(HSK のスピー

キングテス ト）、中国語検定試験二次試験、

ATSC(Automated Test of Spoken Chinese) 、

C test (Chinese proficiency test) 、
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KEPT(Kanda English Proficiency Test) の

評価尺度をレビューし、日本人大学生の中国

語学習者に相応しい評価尺度の下位項目及び

評価観点を決めた 。③②の段階で出来た評価

項目及び評価観点を日本の高等教育機関の中

国語教育目標と照らし合わせながら暫定的な

評価尺度を作った。④暫定的な評価尺度を用

い、被験者たちのスピーキングテストでの言

語パフォーマンスを教育現場で中国語を教え

る教員に評価してもらい、アンケート、イン

タビュー調査によって、 評価尺度の妥当性を

検証した。その結果、多くの教員がこの暫定

的な評価尺度は日本人大学生の中国語スピー

キング能力を測定できるとコメントした。ま

た、作成した評価尺度の能力記述文、とりわ

け 1 点と 5 点の記述文は調整する必要がある

ことがわかった。評価者トレーニングの重要

性も確認することができた。 

2016 年度も二つのことを取り込んだ。一つ

は前年度に引き続きペアスピーキングテスト

のデータ収集であり、もう一つはペアスピー

キングテストの妥当性を検証することであっ

た。2016 年度の前半では、中級中国語学習者

50 人を対象に、インタビューテストとペアス

ピーキングテストを行った。スピーキングテ

ストの会話データは被験者たちの同意を得た

上で、録音した。その後、テストの採点、会話

データの文字起こしを行った。後半では、ペ

アスピーキングテストの妥当性の検証を行っ

た。両テストの形式の違いが受験者の得点に

どのような影響を与えているのかを、両テス

トの総合得点及び下位項目(発音、語彙、文法、

流暢さ、コミュニケーションスキル)得点の相

関分析と t 検定を行い、検証した。相関分析

の結果では、すべての項目において有意な相

関が見られた。総合得点と発音では両テスト

の得点には高い相関が見られたが、他の下位

項目では中程度の相関が見られた。また、t検

定を行ったところ、発音、語彙、文法の 3 項

目においては、両テストの得点の平均に有意

差がなかった。しかし、流暢さ項目では、イン

タビューテストよりペアテストの方の平均点

が有意に高かった。コミュニケーションスキ

ル項目においては、インタビューテストより

ペアテストの方の平均点が有意に低かったこ

とが分かった。この結果から、上記 2 項目に

おいては、スピーキングテストの形式の違い

によって難易度が異なっていたと考えられる。 

2017 年度は前年度に引き続き、ペアテスト

の妥当性の検証を行った。具体的には、スピ

ーキングテストの形式の違いが受験者たちの

発話に及ぼす影響を検証した。2015、2016 年

度で収集したデータを用いて、両テストの形

式の違いが受験者の発話量､ターンの数､ター

ンの長さに及ぼす影響を検証した。その結果、

成績の上位群においては、テストの形式の違

いは発話量に影響しないが、ターンの数に影

響したことが分かった。インタビューテスト

より、ペアテストのターンの数が有意に多か

った。それと対照的に、成績の下位群におい

ては、スピーキングテストの形式の違いは発

話量、ターンの数、ターンの長さに影響しな

いことが分かった。 また、三年間のまとめと

して、日本国内外の利害関係の高い(high 

stakes)中国語スピーキングテストの種類、タ

スクの具体例、実施方法、実施手順、評価方

法、評価尺度をまとめ、それに基づいて、一般

の教育現場でスピーキングテストの問題を作

成する際の考え方や理論を整理し、論文にま

とめ上げた。 
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